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縄文時代の配石遺構群を発掘調査中の小場遺跡

常
磐
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
い
、
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
て
い
た
上
手
綱
〃
小
場
遺
跡
〃
の
中
間
報
告
が
ま
と

ま
り
〃
遺
跡
〃
の
概
要
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

〃
小
場
遺
跡
〃
は
、
縄
文
時
代
中
期
か
ら
晩
期
前
半

（
紀
元
前
四
千
五
百
年
～
同
二
千
三
百
年
）
の
も
の
と

は
い
せ
き
い
こ
う

み
ら
れ
、
配
石
遺
構
と
呼
ば
れ
る
石
を
使
っ
て
作
ら
れ

た
構
築
物
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ど
ニ
う

ま
た
、
住
居
跡
や
土
塘
、
溝
な
ど
の
遺
構
と
と
も
に

と
く
う

土
偶
や
石
剣
・
石
棒
・
台
付
異
形
土
器
な
ど
も
多
数
出

土
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
〃
小
場
遺
跡
〃

は
、
墓
か
祭
祀
跡
？
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
発
掘
作
業
は
、
今
年
の
十
二
月
ま
で
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
見
学
希
望
者
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

冠
二
三
’
一
二
一
二

お
ば

″
小
場
遺
跡
″
の
発
掘

鴬

台付

菱鉢 土



新庁舎が完成しました
高萩市・十王町事務組合

消防本部、高萩消防署

五
十
八
年
度
か
ら
、
二
か
年
継
続
事

業
と
し
て
建
設
し
て
い
た
高
萩
市
・
十

王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
新
庁
舎
が
完

成
し
ま
し
た
。
場
所
は
、
六
号
国
道
沿

い
の
旧
警
察
署
跡
地
（
東
本
町
三
～
十

一
）
で
、
九
月
十
日
に
移
転
し
業
務
を

開
始
し
ま
し
た
。

旧
庁
舎
は
、
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
と
、

土
地
区
画
整
理
事
業
で
敷
地
の
一
部
が

か
か
る
た
め
に
新
築
移
転
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

二
階
建
、
延
面
積
一
、
二
六
一
嚥
総

工
費
二
億
七
百
七
十
万
円
で
建
設
さ
れ
、

市
民
に
親
し
ま
れ
や
す
い
趣
を
持
つ
建

物
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

気
象
観
測
装
置
や
近
代
的
な
救
急
指

令
装
置
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
迅
速
な

（
）

対
応
が
で
き
る
よ
、
刃
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
十
七
ｍ
と
七
ｍ
の
訓
練
塔
も

併
設
さ
れ
、
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
の
訓
練
と

隊
員
の
資
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。一

階高
萩
消
防
署
、
通
信
室
、
車
庫
、
食

堂
、
便
所
、
浴
室
、
乾
燥
室
、
倉
庫

一
階
面
積
六
六
八
㎡

二
階消
防
本
部
、
事
務
組
合
事
務
局
、
管

理
者
室
、
仮
眠
室
、
書
庫
、
講
堂
、

倉
庫
、
更
衣
室
、
便
所

二
階
面
積
五
九
三
㎡

壷
消
防
本
部
二
二
’
二
二
五
八

事
務
局
二
二
’
二
九
一
七

建
物
の
概
要

9月I0日に業務を開始した消防本部

位
置
図

１
１
Ｍ
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＝
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庁舎
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昭
和
五
十
九
年
第
三
回
高
萩
市
議
会
定
例
会
は
、
九
月
十
一
日
に
開
会
し

七
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
十
七
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
報
告
一
件
、
議
案
九
件
、
意
見
壹
案
二
件
で

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
認
定
、
同
意
、
可
決
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

の
委
員
及
び
土
地
区
画
整
理
評
価
員

人
事
案
件

に
対
す
る
報
酬
の
制
定
に
よ
る
条
例

○
高
萩
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
の
一
部
改
正

つ
い
て
○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

鈴
木
多
喜
男
氏
（
本
町
）
改
正
に
つ
い
て

棚
谷
立
夫
氏
（
秋
山
）
に
同
意

※
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
、
退
職
者
医
療
制
度
創
設
に
よ

報
告
関
係

る
条
例
の
一
部
改
正

○
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
水
道
事
業
○
高
萩
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
八
年
度
高
萩
市
工
業
用
水
※
健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
う
、
被
用
者
保
険
本
人
の
一
部
負
担

※
地
方
公
営
企
業
法
第
三
十
条
第
四
金
制
度
化
に
よ
る
母
子
家
庭
の
母
子

項
の
規
定
に
よ
る
決
算
の
認
定
及
び
重
度
心
身
障
害
者
の
一
部
負
担

金
相
当
額
を
医
療
福
祉
費
支
給
の
対

条
例
関
係

象
と
し
、
そ
の
他
退
職
医
療
制
度
創

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
設
等
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

予
算
関
係

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

※
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

施
に
伴
う
、
土
地
区
画
整
理
審
議
会
補
正
予
算
（
第
二
号
）

第
三
回定
例
市
議
会

＝

～9月～

そ
の
他

○
高
萩
都
市
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

て※
斎
場
建
設
に
伴
い
火
葬
場
の
位
置

を
変
更
す
る
も
の

○
高
萩
市
営
住
宅
建
設
工
事
請
負
契
約

に
つ
い
て

○
高
萩
市
立
松
岡
中
学
校
校
舎
改
築
工

事
請
負
契
約
に
つ
い
て

○
昭
和
五
十
九
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
百
万
）

請
願
・
陳
情
書
審
議
結
果

■
採
択
さ
れ
た
も
の

○
外
国
人
登
録
法
（
指
紋
押
捺
な
ど
）

の
是
正
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情

■
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

○
医
療
保
険
の
抜
本
改
悪
に
反
対
し
、

そ
の
充
実
改
善
を
求
め
る
政
府
へ
の

意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

○
花
貫
川
の
改
修
に
つ
い
て

○
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て
（
二
件
）

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
私
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

○
都
市
計
画
街
路
３
．
３
．
９
号
線
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
成
人
式
に
つ
い
て

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て

○
駅
前
開
発
に
つ
い
て

○
離
岸
堤
に
つ
い
て

｜
般
質
問
の
要
旨

○
私
立
学
校
の
学
費
値
上
げ
を
お
さ
え

る
た
め
私
学
助
成
制
度
の
新
設
を
求

め
る
請
願

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
民
間
林
業
労
働
者
の
雇
用
安
定
、
労

働
条
件
等
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

○
電
電
公
社
制
度
改
革
に
関
す
る
決
議

を
求
め
る
請
願

○
郵
便
貯
金
非
課
税
制
度
並
び
に
マ
ル

優
制
度
存
続
に
関
す
る
意
見
書
提
出

に
つ
い
て
の
陳
情

○
郵
便
貯
金
や
マ
ル
優
な
ど
非
課
税
貯

蓄
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、
小
額
貯

蓄
の
現
行
利
子
非
課
税
制
度
の
継
続

乱
唾
言
一
二
三
百
丘
言
『
．
二
一
二
二
三
ヱ
ヱ
吾
沮
言
三
二
ｚ
ェ
玉
口
ロ
言
二
一
五
巳
ニ
ォ
ヱ
マ
て
ロ
ニ
ニ
二
二
一
且
二
一
二
壱
五
万
五
一
コ
里
毬
ｚ
ｚ
二
Ｆ
厘
ェ
写
彊
ヨ
薔
疋
弓
■
三
ｚ
三
五
１
二
五
口
ご
悪
画
ｐ
ｚ
》
○
前
売
入
場
券
料
金
（
一
割
引
）

岬
大
人
二
、
四
三
○
円
（
満
二
十

三
歳
以
上
）

帳
中
人
一
、
二
六
○
円
（
満
十
五

歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
）

》
小
人
六
三
○
円
（
満
四
歳

以
上
十
五
歳
未
満
）

部
※
詳
し
い
こ
と
は
、
商
工
課
内

一
観
光
協
会
ま
で
含
二
三
’
二
一

一
一
一
内
線
四
六
二

１
１
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科学博
だよ

〃
科
学
万
博
の
〃

割
引
入
場
券
発
売
中
／

り ー

あ
と
半
年

鶴
着
々
と
進
む
会
場
建
設
／
，
峠

諏
科
学
万
博
の
会
場
地
で
は
、
い
ま
急
へ

ピ
ッ
チ
で
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
》

ま
す
。
政
府
出
展
館
を
は
じ
め
、
各
パ
岬

ビ
リ
オ
ン
も
そ
の
姿
を
見
せ
始
め
、
日
恥

一
日
と
開
催
へ
向
け
て
か
た
ち
が
整
い
》

●
／
◇
つ
つ
あ
り
ま
す
。

）
ま
た
、
会
場
の
、
王
要
施
設
の
愛
称
も
一

十
発
表
さ
れ
、
「
ユ
メ
ミ
ン
グ
広
場
」
、
禍

「
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
湖
Ｌ
、
「
星
丸
シ
ア
タ
ー
」
荊

五
な
ど
楽
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
。
親
し
み
や
》味

）
す
い
科
学
博
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
」

歳
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
も
年
内
に
は
一

建
ち
あ
が
る
予
定
で
、
展
示
内
容
も
一
息一

内
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ
た
展
示
基
本
計
画

一
と
運
営
計
画
に
よ
り
製
作
を
開
始
し
ま

し
た
。 意

見
書
案
に
つ
い
て

○
国
庫
補
助
負
担
率
引
き
下
げ
に
よ
る

地
方
負
担
転
嫁
に
反
対
す
る
意
見
書

案
の
提
出
に
つ
い
て

○
外
国
人
登
録
証
登
録
法
改
正
に
関
す

る
意
見
書
案
の
提
出
に
つ
い
て

※
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
く
、
関
係
機
関
へ
の

意
見
書
の
提
出

■

号

・

》

■

■

Ｆ

・

三

毛

．

二

五

壷

一

■

二

壷

圭

■

二

五

二

三

・

・

言

里

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の

請
願

（
議
会
事
務
局
）

(3) テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1152です



九
月
九
日
日
東
小
学
校
校
庭
で
、

第
二
回
社
会
福
祉
協
議
会
東
地
区
北
支

部
に
よ
る
、
三
世
代
の
体
育
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

老
人
会
な
ど
約
三
百
人
が
参
加
、
ク
ロ

ッ
ヶ
ー
大
会
や
輪
投
げ
の
あ
と
、
同
校

体
育
館
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
自

慢
の
〃
の
ど
〃
を
披
露
し
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
も

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
元
気
い
っ

ぱ
い
。
き
ょ
う
は
、
ま
た
一
段
と
若
返

っ
た
よ
う
で
す
。

ｑ
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

「
お
じ
い
さ
ん

が
ん
ば
っ
て
″
」

三
世
代
の
体
育
大
会

み
ん
な
元
気
で
す
／
、

各
地
で
健
康
づ
く
り
や
奉
仕
作
業

~

吉
田
ア
キ
ョ
さ
ん
（
七
十
二
歳
）

〃
京
子
さ
ん
（
四
十
二
歳
）

〃
和
子
さ
ん
（
小
六
年
）

「
去
年
ま
で
は
、
お
じ
い
さ
ん
が
寝

た
き
り
で
な
か
な
か
出
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
少
し
外
で

遊
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
か
…
】

矢
部
芳
雄
さ
ん
（
七
十
二
歳
）

″
和
子
さ
ん
（
四
十
二
歳
）

″
暢
子
さ
ん
（
小
六
年
）

「
お
じ
い
さ
ん
の
健
康
の
秘
け
つ
は
、

毎
日
の
畑
仕
事
、
少
し
ず
つ
楽
し
み

な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。
」

鱗｛
）

懲塾
有明町3－7 有明町3－61

》
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
除
く
。
）

県
大
会
を
め
ざ
し
て
／
，

曜
○
被
用
者
年
金
の
年
金
を
受
け
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
》
人
（
退
職
被
保
険
者
）

九
月
十
八
日
㈹
大
心
苑
の
ゲ
ー
》
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
被
用

ト
ボ
ー
ル
競
技
場
で
、
第
二
回
茨
城
司
者
年
金
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金

県
高
齢
者
ク
ロ
ッ
ヶ
ー
・
ゲ
ー
ト
ボ
》
の
支
給
を
う
け
て
い
る
人
〔
被
用
者
年

ｌ
ル
県
北
地
区
大
会
の
市
予
選
が
行
畳
金
制
度
に
四
十
歳
以
後
に
十
年
以
上
加

わ
れ
約
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
》
入
し
て
通
算
老
齢
（
退
職
）
年
金
の
支

成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
ク
ロ
韮
給
を
受
け
て
い
る
人
〕

』

ツ
ヶ
ー
の
部
（
九
チ
ー
ム
参
加
）
菖
○
扶
養
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
人

優
勝
島
名
チ
ー
ム
、
二
位
上
島
名
へ
》
退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
共
に
し
、

鰯熱露窒＃
…

老
人
福
祉
大
会
と

三
世
代
の
集
い

芸
能
発
表
会

九
月
十
五
日
の
「
敬
老
の
日
」

市
民
体
育
館
で
、
老
人
福
祉
大
会
が
開

か
れ
、
続
い
て
、
三
世
代
の
集
い
芸
能

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
老
人
を
囲

む
三
世
代
七
百
三
十
五
人
が
参
加

し
、
科
学
万
博
音
頭
や
、
子
ど
も
会
に

よ
る
お
は
や
し
、
ま
た
、
「
矢
切
の
渡

し
」
の
歌
謡
曲
が
出
る
な
ど
、
会
場

は
、
拍
手
か
っ
さ
い
。
お
年
寄
り
を

中
心
に
、
各
世
代
が
集
い
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

狸
対
象
者
の
範
囲

語

》
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
次
に

雪
該
当
す
る
人
で
す
。
（
老
人
保
健
法
の

函
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
長
い

三

》
間
会
社
や
役
所
に
勤
め
、
厚
生
年
金
保

曜
険
や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
年
金
の
支
給

園

部
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
は
、
退

》
職
被
保
険
者
及
び
そ
の
扶
養
家
族
と
し

割
て
、
七
十
歳
に
な
っ
て
老
人
保
健
に
移

到

》
る
ま
で
「
退
職
者
医
療
制
度
」
と
い
う
、

』
新
し
い
制
度
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

詔

諏
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

㎡■ドュゴ■F至当■ﾃｰｰｮ■テヂJ■F÷＝

退
職
者
医
療
制
度
が

十
月
一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た

へ
｝

主
と
し
て
、
年
金
受
給
者
の
収
入
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
配
偶
者

（
内
縁
を
含
む
．
）
や
三
親
等
以
内
の
親

族
で
す
。

診
療
の
受
け
方

○
保
険
証
と
「
特
例
証
明
書
」
を
持
参

し
て
診
療
を
受
け
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
に
該
当
す
る
人
に

は
、
本
年
度
は
特
例
措
置
と
し
て
「
退

職
被
保
険
者
等
証
明
書
」
（
有
効
期
限

六
十
年
三
月
三
十
一
日
）
を
交
付
し
ま

す
。
こ
の
証
明
書
と
、
現
在
使
用
し
て

い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
い

っ
し
ょ
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
・

○
一
部
負
担
金

退
職
被
保
険
者
や
被
扶
養
者
が
、
お

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
て
治
療
を
受
け
た

と
き
は
医
療
機
関
の
窓
口
に
次
の
割
合

で
一
部
負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

退
職
被
保
険
者
入
院
二
割

外
来
二
割

被
扶
養
者
入
院
二
割

外
来
三
割

保
険
税

退
職
被
保
険
者
の
保
険
税
は
、
従
来

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
と

き
と
同
じ
で
す
。

資
格
の
発
生
と
届
け
出

退
職
被
保
険
者
と
な
る
日
は
、
年
金

の
受
給
権
が
発
生
し
た
日
で
す
。
受
給

権
が
発
生
す
る
と
、
本
人
あ
て
に
年
金
※

感動…，科学万噌懲くば'85 (4)



今
年
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
年
寄
り

に
手
づ
く
り
の
座
ぶ
と
ん
を
Ｉ
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
呼
び
か
け
に
よ

り
、
市
内
の
各
種
婦
人
団
体
（
オ
パ
ー

ル
婦
人
会
・
農
協
婦
人
部
・
地
域
婦
人

瀞
引
世
岡
垣
国
巨
国
檀
詞
蓮
岡
協
同
世
引
巨
貝
世
岡
垣
閃
阻
剴
陞
岡
垣
月
世
列
陞
萬
腫
司
睡
風
邑
到
国
司
隆
貝
睡
同
恒
同
凶
同
盟
国
瞳
司
睡
閃
睡
ワ
陸
風
睡
国
睡
列
暫
同
瞳
員
睡
国
凶
引
国
司
恒
同
垣
同
睡
列
腫
列
邑
男
恒
岡
垣
同
匡
男
腔
同
国
詞
陞

「
長
生
き
し
て
ね
″
」

団
体
連
絡
会
・
母
子
福
祉
会
）
の
皆
さ
を
作
り
ま
し
た
。

手
づ
く
り
座
ぶ
と
ん
を
ん
が
、
今
年
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
た
大
森
ム
メ

ブ
レ
ゼ
ン
ト
ー
寄
り
に
手
づ
く
り
の
垂
ぶ
と
ん
を
プ
レ
さ
ん
（
市
勾
言
一
コ
．
八
十
五
義
）
ま

巨
体
連
絡
会
・
母
子
福
祉
会
）
の
皆
さ
を
作
り
ま
し
た
。

ん
が
、
今
年
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
年
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
た
大
森
ム
メ

寄
り
に
手
づ
く
り
の
座
ぶ
と
ん
を
プ
レ
さ
ん
（
市
内
高
戸
・
八
十
五
歳
）
は

し
座
ぶ
と
ん
づ
く
り

ど
チ
ー
ム
、
三
位
南
松
寿
会
チ
ー
ム

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
（
五
チ
ー
ム
参
加
）

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
手
づ
く
り
座
ぶ
と

ん
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
始
ま
り
は
古
く

二
十
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
既
成
品
の
座
ぶ
と
ん
を
贈

っ
て
い
ま
し
た
が
、
七
年
前
か
ら
手
づ

く
り
の
温
か
さ
を
お
年
寄
り
に
味
わ
っ

て
も
ら
お
う
と
、
裁
断
か
ら
縫
製
ま
で

全
部
自
分
た
ち
で
手
が
け
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
九
月
七
日
俗
老
人
い
こ
い

の
家
で
、
会
員
約
二
十
人
が
集
ま
り
、

一
日
が
か
り
で
三
十
一
枚
の
座
ぶ
と
ん

↑
｜
Ｆ
ブ
ｉ
、
‐
ノ
睡
監
《
｜

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
足
が
少
し
不
自
由
で
す
が
、
コ
タ
ッ

今
年
市
内
で
八
十
五
歳
に
な
っ
た
お
カ
バ

の
手
編
み
を
手
が
け
る
な
ど

年
寄
り
は
三
十
一
人
、
九
月
十
二
日
附
と
て
も
元
気
そ
う
・
う
れ
し
そ
う
に

敬
老
の
日
を
前
に
、
高
萩
婦
人
会
の
益
手
づ
く
り
の
座
ぶ
と
ん
を
受
け
取
っ

子
き
み
代
さ
ん
、
母
子
福
祉
会
の
鈴
木
て
い
ま
し
た
。

百
合
子
さ
ん
た
ち
が
、
各
地
区
の
お
年

寄
り
一
人
ひ
と
り
に
「
元
気
で
長
生
き

一
て
く
ご
ミ
’
１
・

ｑ
大
森
ム
メ
さ
ん

優
勝
上
島
名
Ａ
チ
ー
ム
、
二
位
上
島

名
Ｂ
チ
ー
ム
、
三
位
秋
山
益
壮
会
チ
ー

ム
み
ん
な
の
道
路
で
す

き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
、
７

九
月
二
十
四
日
㈲
高
萩
駅
東
口
の

職
業
安
定
所
前
か
ら
海
岸
ま
で
の
通
り

を
、
北
松
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
員
約

六
十
人
）
が
清
掃
奉
仕
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
〃
み
ん
な
の

道
路
を
き
れ
い
に
使
い
ま
し
ょ
う
〃
と

自
主
的
に
こ
の
清
掃
奉
仕
作
業
を
続
け

て
い
ま
す
。

）
ロ

惨
清
掃
奉
仕
作
業

蝿
蕊

』曽F妾』ﾛ 』■候哩号』■Fニュ■君田r垂J■F季 ニゴ■r置 ョ■F＝■写三壷 茜 唐』 テーヨ■『 三 劃■屍 刮

函
※
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
年
金
証

坐
害
を
受
け
と
っ
た
ら
十
四
日
以
内
に
市

届
役
所
保
険
年
金
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ

》
い
０

三三■＝弓■F 引亙

該
当
者
は
至
急
届
け
出
を

退
職
被
保
険
者
の
資
格
確
認
及
び
被

扶
養
者
を
認
定
し
「
退
職
被
保
険
者
等

証
明
書
」
を
九
月
二
十
九
日
ま
で
に
交
付

し
ま
し
た
が
、
該
当
の
も
れ
が
あ
り
ま

し
た
ら
至
急
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国
保
係
へ

恋
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
四

○
○
○
○

母
子
家
庭
の
母
子
及
び
重
度
心

身
障
害
者
は
社
会
保
険
の
本
人
も

一
部
負
担
金
が
公
費
負
担
さ
れ
ま

す
今
年
の
十
月
一
日
か
ら
健
康
保
険
法

等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
社
会
保
険
の

本
人
も
病
院
等
の
窓
口
で
一
割
の
一
部

負
担
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
母
子
家
庭
の
母
子
及
び
重

度
心
身
障
害
者
は
、
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ

を
負
い
、
経
済
的
に
も
大
変
な
か
た
が

多
い
の
で
、
県
と
市
が
共
同
し
て
、
こ

の
一
部
負
担
金
を
公
費
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

対
象
者

母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
子
、
重
度
心

身
障
害
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
保
持

し
、
一
級
又
は
二
級
に
該
当
し
て
い
る

人
な
ど
。
）
で
あ
っ
て
社
会
保
険
の
本
人
、

た
だ
し
、
本
人
又
は
扶
養
義
務
者
の
所

得
が
一
定
以
上
の
場
合
は
該
当
に
な
り

ま
せ
ん
。

＝

病
院
に
持
っ
て
い
く
も
の

健
康
保
険
証
、
⑬
受
給
者
証
、
⑮
請

求
書
（
ピ
ン
ク
色
の
用
紙
）
を
窓
口
に
出

し
て
く
だ
さ
い
・

園
受
給
者
証
と
侭
請
求
書
の
交
付

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
人
に
は
、
既

に
市
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
ま
だ
、
⑬
受
給
者
証
、
⑬
請
求

書
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人
、
又
は

こ
の
制
度
に
該
当
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
人
で
、
市
か
ら
連
絡
が
な
い
場
合
は
、

保
険
年
金
課
医
療
福
祉
係
二
三

二一

二
内
線
二
三
三
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

○
○
○
○

所
得
税
の
白
色
申
告
者
に
も

記
帳
義
務
が

昭
和
五
十
九
年
度
の
税
制
改
正
に
よ

り
白
色
申
告
者
も
、
前
年
分
又
は
前
々

年
分
の
事
業
所
得
等
の
金
額
の
合
計
額

が
三
○
○
万
円
を
超
え
る
人
は
、
記
帳

制
度
が
導
入
さ
れ
、
収
入
金
額
や
必
要

経
費
を
帳
簿
に
記
録
し
一
定
期
間
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
制
度
の
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
十
月
中
旬
か

ら
十
一
月
に
実
施
し
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
る
か
た
か
た
に
は
、
後
日
説
明
会

の
日
時
・
場
所
等
に
つ
い
て
個
々
に
ご

通
知
し
ま
す
。

日
立
税
務
署

(5) テレフォンサービス ｢市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です



し
八
月
三
十
日
㈱
、
『
愛
正
園
』
（
安
良
川
）
で
、

火
災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。
菫
度
の
身
体

障
害
者
五
十
人
が
生
活
し
て
い
る
愛
正
園
で
は
、

火
災
は
恐
ろ
し
い
災
害
の

難
訓
練
も
舅
剣
そ
の
も
の
で

p

つ
な
の
で
、
火
災
癖

し
を
。

蒋轆

識懲蕊鰯
6~識… : "澤野！

ー 鞠諺"…
一一

豆P －． －零ぎ掌

一睡…

▲9月2日旧）小場遺跡で「繩文

時代の人々のくらし」をテーマに

原始・古代の生活文化を学ぶ芸術

文化講座が開かれ、発掘調苣中の

遺跡から出土した遺物や住居跡を

見学しました。

市
民
テ
ニ
ス
大
会
が
、
八
月
十
九
日
、

二
十
六
日
、
九
月
二
日
の
三
日
間
高
浜

運
動
広
場
テ
ニ
ス
コ
ト
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
（
敬
称
略
）

成
績
（
優
勝
者
）

ダ
ブ
ル
ス
男
子
菊
地
・
星
野
組

女
子
畠
山
・
大
平
組

シングルス男
子菊池健ｑ

女
子
加
藤
和
子

鯉胤2認
』

一
へ
）

蕊
潔
襲

秋
季
大
運
動
会
が
、
市
内
の
各
小
学
校
で
盛
大
に
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
校
庭
を
走
り
回
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
休
み
に
は
民
間
交
通
指
導
員
や
田

の
会
会
員
、
交
通
少
年
団
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
が

ｑ
実
施
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

患撒蕊…繕勘輯] F蝉

熱灘輔 ""､ ‘評 "'
識

蝿蝿 …篭
弔
辞

▲9月9日（日） 第17回ママさんバレーボル大会が、

市民体育館で開かれgチームが参加、熱戦を繰り広げ

ました。

成績侭勝本町チーム、 2位島名チーム、 3位

東・肥前町チーム

博禽くば'85成功させよう科学万 (6)



お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
華・

上
給
》
つ
（
〕
Ｃ

史
帳
一
ゞ
鋤
溌
津
塗
鮓

去

、Ａ
ｎ
員
過
』
こ
の
女
性
は
、
な
に
を
ふ
る
ま
い
、

、

錘
蜂
岼
壱
な
に
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お

蕾
歸
認

＃

そ
ら
く
体
を
売
る
行
為
を
し
て
い
た
の

１
０
．
か
、
趣
ｉ
で
、
所
行
女
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
．

、

脚
岬
〆
丙
ｉ
ｉ
…
・

道
筋
の
集
落
で
あ
る
。
旅
人
相
手
の
一

夜
妻
を
つ
と
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

中
世
に
は
尼
僧
の
姿
を
し
て
、
売
春
る
。

を
す
る
女
性
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
文
明
六
年
二
四
七
四
）
の
記
事
に

あ
る
。
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
宝
徳
二
年
「
妙
円
八
・
二
市
人
尼
」
と
あ
る

二
四
五
○
）
の
記
事
に
「
妙
仙
尼
女
性
も
興
味
深
い
。
「
妙
円
」
の
法
名

所
行
女
あ
し
あ
ら
い
」
と
み
え
る
。
を
つ
け
ら
れ
た
こ
の
女
性
は
、
本
当
に

「
所
行
女
」
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
出
家
し
た
尼
な
ら
ば
、
「
妙
円
尼
」
と

が
、
妙
仙
尼
と
い
う
法
名
を
つ
け
ら
れ
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
法

た
こ
の
女
性
は
、
生
前
は
シ
ョ
ギ
ョ
ウ
名
に
「
尼
」
の
字
が
な
く
、
注
記
に
「

メ
と
人
び
と
か
ら
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
市
人
尼
」
と
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
「

い
ば
ら
き
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー
「
い
ば
ら
き
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー
」
を

所
在
地
水
戸
市
桜
川
一
丁
目
八
番
一
六
利
用
し
ま
し
ょ
う

電
話
○
二
九
二
’
三

六
八
五
一
水
戸
駅
南
口
か
ら
歩
い
て
五
分
の
桜

一

「
い
ば
ら
き
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー
」
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

水
戸
駅
南
口
か
ら
歩
い
て
五
分
の
桜

川
一
丁
目
に
七
月
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
創
一
一
郵
笠

造
の
場
と
し
て
、
年
金
受
給
者
や
加
入

者
の
か
た
を
中
心
に
、
だ
れ
で
も
利
用

で
き
る
国
の
施
設
で
す
。

こ
こ
に
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、

温
水
プ
ー
ル
、
会
議
室
や
教
室
が
あ
り
、
《
道
の
最

唯
癖
壷
勢
い
舜
壁
佃
碓
雄
詩
峠
梱
瘤
咋
》
る
郵
鎭

か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。
》
の
洗
浄

壷
○
二
九
二

三一

六
八
五
一
に
一
を
与
え

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
セ
ン
タ
ー
し
、
直

老

，

．

．

謙毒琴需亭 水
と

亨‘

健
康

安
全
な
水
を
供
給
す
る
こ
と
は
、
水

道
の
最
も
基
本
的
な
目
的
で
す
。

水
道
の
水
は
、
直
接
飲
用
に
供
さ
れ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
食
器
、
野
菜
等

の
洗
浄
、
ま
た
洗
顔
、
浴
用
等
に
利
用

し
、
直
接
、
間
接
に
人
の
健
康
に
影
響

を
与
え
ま
す
。

家
庭
の
給
水
装
置
は
、
配
水
管
と
直

三

三

三

三

三

一
三

一
三

三

一
三

三

三

三

三

一
三

一
三

三

三
三
一

三

三

三

三

三

三

三

一
三

三

三

三

匪

市
人
尼
」
は
彼
女
の
生
前
の
職
業
を
指
川

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

写
真
は
妙
仙
尼
の
住
ん
だ
足
洗
の
街
道

雲薑珊僅薑鑿峰

結
し
て
設
置
さ
れ
、
管
中
の
水
は
相
垂

互
に
流
通
し
合
う
も
の
で
あ
り
、
給
一

水
管
内
の
汚
染
は
、
配
水
管
内
に
お
↑

よ
び
当
該
使
用
者
の
み
な
ら
ず
、
周
一

辺
の
使
用
者
に
ま
で
影
響
し
ま
す
。
今

こ
の
よ
う
に
、
給
水
装
置
に
は
大
一

切
な
水
が
通
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
水
参

が
も
れ
た
り
、
よ
ご
れ
た
り
し
な
い
》

よ
う
、
い
つ
も
十
分
に
管
理
し
ま
し
》》

し
寺
、
「
ノ
。
生
き
る
た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
の

一

水
が
必
要
か
？

人
間
は
、
水
な
し
で
ど
れ
だ
け
生
》

き
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
生
き
る
た
》

め
に
は
最
低
限
、
ど
れ
だ
け
の
水
を
今》

必
要
と
す
る
か
。

人
間
の
身
体
は
約
六
十
％
が
水
、
壱

体
重
六
十
吃
の
平
均
的
大
人
か
ら
一

水
分
を
絞
り
だ
せ
ば
、
約
三
十
六
一

岬
４
、
石
油
缶
で
２
缶
分
の
水
が
で
季

岬
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
あ
る
よ
う
で
も
、
一

睡
そ
の
三
十
％
、
体
重
六
十
姥
の
人
今

咄
な
ら
約
十
一
４
の
水
を
失
う
と
生
一

曲
命
が
危
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。
一幸一

冊
普
通
、
人
間
が
排
出
す
る
水
の

岬
量
は
、
毎
日
平
均
で
約
二
・
五
４
、

一

冊
少
な
く
と
も
二
・
五
４
の
水
を
毎

州
日
補
給
し
な
い
と
、
脱
水
状
態
が

州
徐
々
に
進
行
す
る
わ
け
で
す
。
補
》

岬
給
が
な
け
れ
ば
、
人
間
は
普
通
一
参

‐
週
間
と
生
き
ら
れ
な
い
よ
７
で
す
。
一一

‐
水
道
料
金
の
納
入
に
つ
い
て

州
使
用
者
の
中
に
料
金
納
入
を
忘

州
れ
て
い
る
か
た
が
い
ま
す
が
、
指

》

州
定
期
日
ま
で
に
納
入
し
て
く
だ
さ

Ⅲ
い
。
ｌ
水
道
課
Ｉ

＝

十
月
十
六
日
㈹

「
高
橋
真
梨
子
コ
ン
サ
ー
ト
」

時
間
午
後
六
時
開
演

十
月
二
十
日
出

劇
団
銀
河
鉄
道

ぬ
い
ぐ
る
み
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
龍
の
子
太
郎
」

時
間
午
後
二
時
三
十
分
開
演

プ
レ
イ
ガ
イ
ド

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

根
本
舜
酒
店
（
島
名
）
、
樫
村
商
店
（
下

手
綱
）
、
日
立
市
民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ

ー
ト
（
磯
原
）
、
文
化
会
館

※
問
い
合
せ
先
文
化
会
館

丑
二
三

七
四
三

松
竹
歌
劇
団
特
別
公
演

Ｓ
Ｋ
Ｄ
東
京
踊
り

入
場
料
Ａ
席
二
、
八
○
○
円

Ｂ
席
二
、
五
○
○
円

（
※
当
日
券
は
そ
れ
ぞ
れ
三
、
○
○
○

円
、
二
、
七
○
○
円
と
な
り
ま
す
。
）

入
場
券
発
売
中

篝
悪
墓

懸謝
11月17日仕)午後6時

(7)
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。



成
人
病
の
早
期
発
見
に
は

定
期
検
診
が
鉄
則
／
，

十
月
十
日
か
ら
『
四
十
歳
か
ら
の
健

康
週
間
』
で
す
。
四
十
歳
と
い
え
ば
働

き
龍
り
、
そ
れ
だ
け
に
定
期
検
診
の
知

ノ

ら
せ
を
受
け
て
も
〃
ち
ょ
っ
と
忙
し
い

の
で
〃
と
な
り
か
ち
で
す
。

人
生
の
先
は
、
だ
れ
に
も
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。
先
が
見
え
な
い
う
ち
は
、

こんにちはｃ
恥
獅
婦
祁
非 蝋 てこ「

、ア
ーペ

､

fニィ、

_L
/L走

’
2歳児歯科-健診

とうなおやくん（5歳） （左）

じゅん<ん（2歳1か月）と

お母さんのふじ子さん

高浜Ⅲ]~3－101

保健婦
です

汀
ー一一一一一、／

力

健
康
の
努
力
よ
り
も
、
現
在
の
生
活
を
・
・
．
。
“
・
》
．
恥
・
“
・
》
．
』
》
．
鷲
・
”
．
鴬
・
蝿
．
蔦
．
』
．
和
．
叩
・
藍
．
．

■
”
酌
恥
恥
吟
恥
咄
配
唖
や
雨
や
■
■
■
ｂ
ａ
●
■
●
④
Ｐ
“
■
凸
③
■
■

優
先
し
た
く
な
る
の
は
人
情
で
す
が
、

識
お
し
ら
せ
塞
蕊

先
か
見
え
て
か
ら
後
悔
し
て
も
間
に
合
い
・
函
蕊
”
簿
謹
蕊
蔑
蔑
蕊
亜
驚
》
・
》
。
．

ま
せ
ん
。
元
気
な
う
ち
か
ら
健
康
づ
く

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
ノ
．

り
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
子
宮
が
ん
の
施
設
検
診
の
申

精
密
検
査
を
逃
げ
て
い
ま
せ
ん
か
’

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
費
用

一
次
検
診
で
疑
わ
し
い
場
合
、
さ
ら
の
一
部
を
市
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
受

に
精
密
な
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
け
て
い
な
い
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
受

ま
す
。
し
か
し
、
精
密
検
査
を
指
示
さ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
希
望
さ
れ

れ
た
人
の
す
べ
て
が
、
異
常
で
は
決
し
る
か
た
は
、
受
診
券
が
必
要
と
な
り
ま

て
な
い
の
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
全
員
受
す
の
で
、
衛
生
課
ま
で
申
し
出
て
く
だ

け
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
さ
い
・

検
査
を
受
け
な
い
人
の
最
大
の
理
由
と
対
象
三
十
歳
以
上
の
女
性

し
て
は
、
「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
」
受
付
期
間
五
十
九
年
十
二
月
ま
で

と
「
病
名
を
診
断
さ
れ
る
の
が
こ
わ
い
受
け
ら
れ
る
病
院
・
医
院
名
内
田
病
院
、

か
ら
」
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
と
い
わ
協
同
病
院
、
諸
原
産
婦
人
科
医
院

れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
ん
な
こ
と
で
あ
受
診
券
有
効
期
間
発
行
し
て
か
ら
こ

っ
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
穂
極
的
に
か
月
以
内

「
不
安
や
疑
い
を
取
り
除
い
て
も
ら
お
個
人
負
担
一
、
○
○
○
円

う
」
ぐ
ら
い
の
気
持
を
持
ち
た
い
も
の
定
員
一
二
○
人

で
す
。
ク
ョ
ク
ョ
せ
ず
す
す
ん
で
検
査
※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
衛
生
課
へ

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
壷
二
三
’
二
一
二
内
線
三
六
四

じゅん

淳くんは、一兄おとなしそうで

すが、 しんがり血〈 、お兄ちゃんの
J4J｡ h
J－Jヮ 式勺

直也〈んとけんかをしても、絶対

泣かないんて､す。

好物は、なっとうごはん。

最近、少しずつ親離れをしてき

た淳〈んは、水遊びとミニカーか

大好き。

（
》

ほがり さつき

（5歳）

り
、
木
の
皮
の
と
こ
ろ
へ
ね
ば
り
「

烏
の
ふ
ん
に
、

⑪
ヤ
ド
リ
ギ
（
ヤ
ド
リ
ギ
科
）

"へ

‐

ヒ
レ
ン
ジ
ィ
ク
・
斗
イ

レ
ン
ジ
ャ
ク
と
い
う
モ

ズ
よ
り
も
や
や
、
大
き

め
の
美
し
い
冬
鳥
か
い

る
。
こ
の
野
鳥
は
、
、

～
刈
羽
の
群
れ
で
移
動

し
な
が
ら
、
写
真
の
丸

く
茂
っ
た
ヤ
ド
リ
ギ
の

実
を
好
ん
で
食
べ
る
。

こ
の
実
Ｉ
種
は
は
じ

め
か
ら
、
表
面
か
ね
ば

っ
こ
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
種
が
混
じ
っ
て
お

不
足
す
る
栄
養
の
一
部
も
失
敬
し
て
い

る
が
、
根
毛
の
な
い
の
が
特
徴
。
種
を

は
こ
ぶ
の
は
、
キ
レ
ン
ジ
ャ
ク
科
な
ど

に
限
ら
な
い
が
、
面
白
い
自
然
の
摂
理

で
あ
る
。

古
木
の
ほ
ら
穴
の
く
さ
っ
た
と
こ
ろ

へ
、
ケ
ヤ
キ
や
サ
ク
ラ
の
種
が
入
り
こ

ん
で
、
根
や
芽
を
出
し
て
生
長
す
る
の

と
は
全
く
別
で
あ
る
。

写
真
の
ヤ
ド
リ
ギ
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
に

宿
っ
た
見
事
な
も
の
で
、
こ
の
付
近
で

も
、
た
く
さ
ん
、
見
か
け
る
こ
と
が
出

来
る
。
サ
ク
ラ
の
病
気
で
あ
る
テ
ン
グ

－
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※

し
森
川
さ
ん
由
・
佐
藤
さ
ん
㈲
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
ら
え
、
「
喫
泰
二
君
（
高
中
二
年
）
、
上
手
綱
の
作
ん
で
お
い
し
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
キ
ム

煙
」
な
ど
の
特
集
を
組
ん
だ
り
、
就
職
山
泰
貴
君
（
松
小
六
年
）
の
二
人
か
参
チ
は
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
い

全
国
学
校
新
聞
コ
ン

の
問
題
を
と
り
上
げ
た
り
し
て
、
積
極
加
し
、
団
体
生
活
を
通
じ
て
の
心
身
殿
作
山
君
「
韓
国
の
中
学
校
で
、
体
操
、

ク
ー
ル
で
優
秀
賞

的
に
編
集
に
と
り
組
ん
で
い
ま
す
。
練
や
韓
国
各
地
の
見
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
お
ど
り
、
音
楽
な
ど
の
交
流
会
を
し
ま

よ
し

ｌ
高
萩
高
校
Ｉ
委
員
長
の
森
川
淑
子
さ
ん
三
年
）
ま
な
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。
し
た
。
少
年
の
船
に
参
加
し
て
、
全
国

全
国
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
が
こ
の
と
、
副
委
員
長
の
佐
藤
の
り
子
さ
ん
（
二
鈴
木
君
「
船
の
中
や
道
路
な
ど
で
正
に
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
哩

ほ
ど
東
京
で
開
か
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
年
）
は
、
「
編
集
時
期
は
、
毎
日
七
時
過
座
を
二
・
三
時
間
も
さ
せ
ら
れ
、
と
て
二
人
と
も
、
船
で
の
団
体
生
活
が
と

っ
た
四
百
点
の
中
か
ら
、
高
萩
高
校
（
長
ぎ
ま
で
や
っ
た
り
、
家
に
持
ち
帰
っ
た
も
き
び
し
か
っ
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
て
も
き
び
し
か
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま

一
手
卜
山
工
ｍ
ｈ
Ｌ
二
了
、
Ｌ
二
詞
川
Ｌ
－
ラ
恥
Ｌ
二
羽
Ⅶ
Ｌ
』
弓
Ｌ
Ｌ
・
弔
咄
叫
二
明
り
Ｌ
白
丁
、
Ｌ
一
弓
咄
山
里
刑
川
也
ェ
亜
恥
Ｌ
二
羽
弥
匹
事
前
川
乢
二
椚
司
ｒ
Ｌ
二
弔
即
Ｌ
垂
和
１
Ｌ
由
叩
Ｉ
Ｌ
室
下
、
Ｌ
三
雨
咄
山
国
訓
弥
匹
工
で
、
甦
二
司
伺
訓
巳
富
司
哺
匹
宕
和
炉
Ｌ
茜
ｒ
Ｆ
Ｌ
閉
咄
Ｌ
ニ
コ
ド
Ｌ
三
下
１
世
堂
司
‐
弥
髻

ｆ

液
３
っ
連
血
中
、
で
日
、
を
脚

血
一
な
進
貧
の
。
分
と
毎
・
き
気
『

？
う
分
鄙

、
２
も
推
、
そ
す
鉄
こ
を
を

小
、
１

ア
。
え
の
に
善
る
。
ま
や
る
１
事
ど
充
醐

溌
目

ｊ

活
め
生
じ
桧
創さ
防
周
雌
碗
貧
垂
杖
咋
封
哩
望
賓
荊
密
〉
咳
手
壺
試
識
朧
亜
確
樫
紮

近
薄
に
い
９
会
査
ら
く
軽
夕
。
い
朝
し
緑
か
好
胄
加
か
切
け
函

か
％
て
絡
検
か
☆
ビ
す
☆
蝋
☆
☆
欠
☆
☆
☆
息
付
替

轍蕊

谷
川
智
二
校
長
）
が
最
高
の
優
秀
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。
Ｌ
や
つ
之
ん

同
校
の
新
聞
「
萩
苑
」
は
、
生
徒
会

の
下
部
組
織
で
あ
る
出
版
委
員
会
の
委

員
二
十
一
人
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

顧
問
の
大
森
幹
之
先
生
を
中
心
に
、
生

徒
た
ち
に
よ
っ
て
企
画
会
議
が
開
か
れ
、

面
割
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
記
事
の
担
当
が

決
め
ら
れ
、
取
材
も
生
徒
た
ち
が
手
分

け
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
、
写

真
部
の
手
助
け
を
得
る
と
か
。

学
校
行
事
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
々

ー

り
し
て
た
い
へ
ん
で
す
が
、
貴
重
な
経

験
な
の
で
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
酉
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

き
び
し
く
て

疲
れ
ち
や
っ
た

ｌ
「
少
年
の
船
」
ｌ

少
年
の
船
協
会
（
財
団
法
人
）
主
催

の
第
三
十
一
回
、
日
韓
友
好
「
少
年
の

船
」
が
、
八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で
の
一
週
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
船
に
、
市
内
か
ら
本
町
の
鈴
木

泰
二
君
（
高
中
二
年
）
、
上
手
綱
の
作

山
泰
貴
君
（
松
小
六
年
）
の
二
人
か
参

加
し
、
団
体
生
活
を
通
じ
て
の
心
身
鍛

練
や
韓
国
各
地
の
見
学
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

鈴
木
君
「
船
の
中
や
道
路
な
ど
で
正

座
を
二
・
三
時
間
も
さ
せ
ら
れ
、
と
て

も
き
び
し
か
っ
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん

弔
い
圭
寺
‘
Ⅱ
山
一
■
布
川
山
二
詞
Ｊ
ｈ
と
一
羽
叩
山
二
１
１
哩
言
甲
叩
山
琶
尹
弥
と
帝
咄
山
■
可
川
上
三
市
、
Ｌ
監
加
Ⅶ
Ｌ
－
１
Ｊ
１
圭
弓
い
き
弓
瑚
Ｌ
三

一弐

鈴木君

旧
穂
積
家
の
見
学
’

九
月
九
日
日
江
戸
時
代
の
豪
農
住

宅
の
代
表
的
建
築
「
旧
穂
積
家
」
（
市

指
定
文
化
財
）
で
、
そ
の
文
化
財
的
価

値
を
学
ぼ
う
と
六
十
五
人
が
参
加
し
て

芸
術
文
化
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
文
化
財
保
護
審
議
委
員
の
一
色
史

彦
先
生
を
招
き
「
歴
史
・
生
活
・
文
化

の
伝
承
者
」
と
し
て
、
古
民
家
の
今
日

的
意
義
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
旧
穂
積
家

の
重
層
な
か
や
ぶ
き
や
室
内
を
初
め
て

目
の
当
た
り
に
見
て
、
参
加
者
は
歴
史

の
重
み
を
体
い
つ
ぱ
い
に
感
じ
て
い
ま

し
た
。ま
た
、
講
演
終
了
後
庭
園
の
見
え
る

床
の
間
で
の
茶
会
に
親
し
み
、
静
か
な

心
な
ど
む
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

市
内
の
歴
史
探
訪

し
た
。
特
に
、
正
座
や
睡
眠
時
間
の
不

足
が
こ
た
え
た
様
子
で
、
帰
っ
て
き
た

次
の
日
は
午
前
中
い
っ
ぱ
い
寝
て
い
た

そ
、
７
で
す
。

(9)
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1152です。



と
き
十
一
月
十
日
㈹

と
こ
ろ
文
化
会
館

講
師
日
本
テ
レ
ビ

徳
光
和
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

演
題
青
春
を
い
か
に
す
ご
す
か

（
仮
題
）

入
場
整
理
券
先
着
八
○
○
人

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
取
り
扱

い
ま
す
。

○
十
月
十
六
日
～
二
十
一
日

独
身
男
・
女
勤
労
者

（
学
生
を
除
く
。
）

○
十
月
二
十
三
日
～
二
十
八
日

十
月
二
十
三
日
～
二
十
八

口
徳
光
和
夫
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
来
市
／
・

「
ふ
る
さ
と
青
年
教
室
」
講
演
会

入
場
無
料
デ
ス

受講生を募集.／
一
般
（
学
生
を
含
む
。
）

～勤労青少年ホーム～

59年度後期の各種講座の受講生を募集します。

☆利用できるかた‘

市内に居住または勤務する、 25歳未満の勤労青少年

☆申込先

10月17日までに直接勤労青少年ホームで手続きをし

てください。受付は午前9時から午後9時まで（日曜

日は午後5時まで｡） 月曜日、祝日は休館日です。

☆募集する講座

募集人員講座名 実施日 受講料

一
）
茶道教室 月額1,500円 20人火曜日

月額1,000円 20人着付教室 〔|<曜日

各15人料理教室 木・金 月額2,900円

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
の

中
で
、
よ
く
「
し
つ
け
に
自

信
が
な
い
」
「
お
む
つ
を
と

る
時
期
が
わ
か
ら
な
い
」
「
育

／
，唯
幟
蝿
鴻
瀞
塑
難
漉

ｊ
″
児
近
に
相
談
相
手
が
な
く
、
悩

竹
蕾
隅
紘
識
鍬
詐
鮮

ダ
所
談
を
始
め
ま
す
．

に
育
相
談
日
毎
週
水
曜
旦
十

軽
保
一
月
Ｉ
）
午
前
十
時
Ｉ
午
後

』
熱
三
時相談
内
容
０
歳
児
か
ら
五

歳
児
前
後
の
育
児
相
談

相
談
員
施
設
長
ま
た
は
主

任
保
母

木曜日

金曜日

書道教幸 20人月額1,500円

いけ花教幸 月額2,900円 20人

３
１
Ｖ
；
…
ｊ
Ｉ
ｆ
＃
…
弾
と
き
十
月
二
十
三
日
㈹

淡
舞
澤

☆

一

蓉

三

七四三
へ
）

９
７
１
６
７
１
Ｗ

２
３
２
６
８
６
恥

》
所
２
３
６
５
４
５
”

４
４
１
２
６
６
岬
市
制
施

抽
癌
羽
亜
酔
灘
酔
耽
明
李
一

〉
る
恋
恋
恋
恋
盃
狂
い

社

叩
十
ノ

洲
言
う
￥
Ｉ
所
所
園
園
園
園
咄
、
と
き

咽
丸
逗
一
月
圭
自
室
月
去
月
去
月
圭
月
ｗ

一
鵠
朴
恥
峠
罪
却
》
三
里
誕
一

岬
三
一
口

１

岬
一
目
恥
主
催 市

制
施

青
年
運
転
者
交
通
安
全
セ
ミ
ナ
ー

房

行
釦
周
年
記
念
事
業

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
援
護
募
金
コ
ン
サ
ー
ト

と
き
十
一
月
二
十
五
日
㈹

午
後
二
時
三
十
分
開
演

と
こ
ろ
文
化
会
館

入
場
料
一
、
八
○
○
円

入
場
券
発
売
十
月
十
三
日
㈹
か
ら

主
催
高
萩
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進

協
議
会

後
援
高
萩
市

高
萩
市
教
育
委
員
会

高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

高
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

高
萩
青
年
会
議
所

高
萩
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

高
萩
市
商
工
会

地
域
婦
人
団
体
連
絡
会

高
萩
オ
パ
ー
ル
婦
人
会

高
萩
母
子
福
祉
会

高
萩
農
協
婦
人
部

明
大
Ｏ
Ｂ
会

茨
城
新
聞
社

７
，
Ｊ
ｊ
、
〆
ノ
ー
：
ノ
う
ぐ
ｒ
、
ｒ
ｊ
く
‐
く
ノ
、
ノ
、
ｆ
ノ
う
ぐ
く
Ｊ
、
ノ
ミ
‐
く
ノ
う
ぐ
ｉ
ノ
、
ノ
ー
く
〆
心

〈
〉
》
へ

一
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
一

一
と
き
十
月
二
十
六
日
齢

午
前
十
時
か
ら
一

一
と
こ
ろ
文
化
会
館

や
く
く
ｉ
く
く
！
ｉ
ノ
§
／
、
く
・
…
ｉ
ｒ
！
～
ｆ
、
：
く
～
４
１
ｉ
４
く
く
く
ノ
、
ノ
ｌ
ｊ
Ｉ
ソ

"…，科学面蝋くば'85 ⑩



相談コーナ
’
第
一
回
全
国
家
庭
婦
人
剣
道
大
会
が

八
月
二
十
一
日
㈹
日
本
武
道
館
で
行

わ
れ
、
市
内
上
手
綱
の
金
成
か
つ
子
さ

ん
（
若
葉
剣
士
会
）
が
出
場

四
十
一
県
、
五
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

技
を
競
い
ま
し
た
。

じかん：午前10時から午後3時

ところ：市民センター

金
成
さ
ん
が
出
場
／
・

全
国
家
庭
婦
人
剣
道
大
会

9
詣
群
蕗
擬
蹄

ヨ
ー
カ
に
１
１對皆| |監

駅前通 り

群 I
常
陽
銀
行 洞隅〃 １

１ '0月’7日から

最低賃金が改正
｜ 日 3,273円

|時間 410円
市民センター

壷23－7729 幻
〆

茨
城
県
内
の
事
業
所

で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
最
低

賃
金
が
十
月
十
七
日
か

ら
一
日
三
千
二
百
七
十

三
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
な
ど
時
間
給
労
働
者

は
、
一
時
間
四
一
○
円

に
な
り
ま
す
。

事
業
主
は
、
最
低
賃

金
以
上
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
日
立
労

働
基
準
監
督
署
恋
○

二
九
四
’
二
二
’
五
一

八
七
へ
ど
う
ぞ
。

－行政相談と人権相談の－、
合同相談会相談会

〆

ー

10月18日 （木）

担当…行政相談員

人権擁護委員

(敬称略）

神長新一

鈴木広次

長久保忍

山口安一 茨
城
県
警
察
官
採
用
試
験
を
次
に
よ

り
行
い
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
要
望
の
多
か
っ
た
私
道

の
舗
装
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
具
体
的

に
舗
装
工
事
を
受
託
す
る
実
施
要
綱
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
要
綱
に
は
、
受
託
を
受
け
る
私

道
の
範
囲
、
舗
装
工
事
の
種
別
、
申
請

手
続
き
、
委
託
者
の
費
用
負
担
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

役
所
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
恋
二
三
’
一

警
察
官
採
用
試
験

私
道
の
舗
装
工
事

受
託
実
施
要
綱
を
公
布

法務局職員

許認可手続相談一

1
内
線
四
○
一

10月21日 （日

建設業許可申請、農地法許可申請､車庫証明申請、
風俗営業許可申請交通事故自賠責、任意保険請
求手続きなどの相談に応上

トー搗

主9，

１
１

担当…行政書士

◎
試
験
日
（
第
一
次
）
十
一
月
四
日
㈹

◎
受
付
期
間
九
月
二
十
八
日
③
～
十

月
二
十
四
日
㈹

◎
受
験
資
格

「
詳
し
く
は
高
萩
警
察
署
容
三
’
二
と
こ
ろ
文
化
会
館

一
六
五
ま
で
ど
う
ぞ
ゲ
ス
ト
出
演
森
寿
男
＆
ブ
ル
ー
コ
ー

巡回法律相談一r

11月14日 （水

専門の弁護士

Ｒ A、

ノ

が相談にあたります

約
如
名

約
川
名

群
岬
許 ー

昭
和
蛇
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
蛇
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

ｆ
で
Ａ
以
外
の
も
の

王
７

昭
和
兜
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
銘
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学

を
除
く
。
）
を
卒
業
し
た

も
の
又
は
昭
和
帥
年
３

月
鉦
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
も
の

調停相談会 又
験
資

、

’11月16日 （金）

金銭の貸借、土地建物の売買・貸借、交通事故、
その他民事関係のもめごとや、離婚など夫婦間の

問題、親子間の問題、遺産の問題その他、家庭関
係のもめごとなどの相談に応じます。

担当…日立調停協会所属の民事家事調停委員

1

と
き
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

十
二
時
～
午
後
四
時
三
十
分

在
宅
の
心
身
障
害
者
か
、
社
会
に
適

応
し
て
い
く
訓
練
事
業
と
し
て
、
現
在

福
祉
作
業
所
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
福
祉
作
業
所
で
は
、
訓
練
者
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
、

在
宅
の
身
体
障
害
者
及
び
心
身
障
害
者

で
、
原
則
と
し
て
耽
労
の
機
会
が
得
ら

れ
な
い
人
で
す
．
詳
し
い
こ
と
は
、
福

祉
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
写
一
三
’
二
二
一
内
線
三
五
二

第
十
一
回
高
萩
市
民
音
楽
祭

福
祉
作
業
所
の
訓
練
者
募
集

健康相談一／－一 ~一一一一一一一一一一

、

午後1時～3時）

午前9時～11時）

人病予防についてご相談 ナダ蛍｜
ー＝

※相談はすべて無料で､す。

お気軽にご服|｣用ください

(1)
テレフォンサービス「市政案内」は（23） 1 151 . 1 152です。



日曜当番医三

三

三
二

三
日三

立花医院|東本町22-351』
10月14日

卜王医 院 32－3266

５
７
８

３
３
１

２

１

３

２
２
２

２
２
３

２
２
２

＝

＝

＝

三

11月4日

いずれも午前9時から午後4時までです

辨

寄
贈
図
書
館
へ

前
新
書
寄
贈
（
百
万
円
相
当
分
）

評
○
大
高
康
先
生
顕
彰
記
念
事
業
期
成
会

れ
古
書
寄
贈

吋
○
原
レ
ン
さ
ん
（
下
手
綱
）

よ
○
谷
昇
さ
ん
（
安
良
川
）

間
○
佐
藤
和
雄
さ
ん
（
高
萩
）

時
○
仲
野
文
男
さ
ん
（
島
名
）

三

善
意
あ
、
〃
が
と
う

パレット 三
三

絵画クラブで笠間の日勤美術館を見学したことが 三
ある。こうには梅原、安井、東郷といった有名な画 三三
家のパレットが＼すらつと展示され、絵具の盛り上 三

三

つたものや、油でビカビカに磨かれだもの等、画家 三
三

の個'生が出ていて面白く、このパレットから多くの 三
二＝

傑ｲ乍が生れたことを思い、興味深く観て来た。 二
目＝

絵と女伊藤龍馬 三
＝

＝

| | i l l l l l l l l l l l I l ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 l l l l l l l l l l l l l l l l l l l I l l il l l l lMl 11 1 1 1 1 1 1 11 1 1 11 1 il l l l l l l l l l l l l l l ll l l ll l l l l l l l ll l l l lll l l ll l l l ll ll 1' ' ' ' ' 11 1 11 1 11 11| | | | | l ll i l Il l lll川|閑

『

｜ 家族おそろいでどうぞ／

第う回公民館まつり

I と き 10月20日仕）
の2日間

21日（日）

午前9時30分～午後4時

（ただし21日発表の部は午後3時まで）

〆
｝

～人口と世帯～

前月比

人口 33,605 (+35)

男 16,461 （＋19）

女 17,144 （＋16）

世帯 10,047 (+13)

(昭和59年9月1日現在）

辱
強
韓
辞
毎
審
蝿
芳
舞
鐸
蒋
琴

月の納

民税

限 10月31日

’

文
化
祭
出
品
の
短
歌
を
募
集

募
集
作
品
自
作
短
歌
一
首

締
め
切
り
十
月
二
十
五
日
嗣

（
申
し
込
み
は
、
は
が
き
で
願
い
ま
す
。
）

提
出
先
大
和
町
二
五
九

樋
渡
文
子
あ
て

※
作
品
は
、
文
化
祭
に
展
示
し
ま
す
。

文
化
祭
川
柳
発
表
大
会

と
き
十
一
月
四
日
⑧
午
前
十
時
～

と
こ
ろ
中
央
公
民
館

課
題
「
母
」
「
流
れ
る
」
「
温
か
い
」

「
切
手
」
「
辛
抱
」

席
題
二
題
当
日
発
表
各
三
句
吐

主
催
高
萩
市
文
化
協
会

と ころ 中央公民館

市民体育館

催しもの展示の部、発表の部、バザーの部、 日用品

即売会、食堂の部

※家庭て使わず不用となっている日用品等がありまし

たら、 日用品即売会にどうぞ､／

中央公民館で受け付けします。詳しくはき（23）

I 1125へどうぞ。
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~、

’

一

高
萩
市
川
柳
同
好
会

〃
募
集
〃ｌ

婦
人
体
操
ク
ラ
ブ
ー

練
習
日
毎
週
火
曜
日
十
時
～
十
二
時

内
容
柔
軟
体
操
、
リ
ズ
ム
体
操
等

会
費
月
五
○
○
円

連
絡
先
加
藤
和
子
壷
二
三
二
二
三
一

市
民
体
育
館
冠
二
三
’
二
五
五
二

縄
文
土
器
づ
く
り
の
作
品
展

芸
術
文
化
講
座
「
縄
文
土
器
の
製
作
」

で
作
っ
た
土
器
と
、
県
内
出
土
の
土
器

を
展
示
し
ま
す
。

※
入
場
無
料

と
き
十
月
二
十
三
日
㈹
～
二
十
八

日
旧

と
こ
ろ
歴
史
民
俗
資
料
館

古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す

十
一
月
二
十
二
日
に
は
、
市
制
施
行

三
十
周
年
記
念
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
郷
土

の
写
真
に
よ
る
〃
高
萩
の
移
り
変
わ
り
〃

の
記
念
展
示
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
家
庭
に
高
萩
に
関
す
る
古
い

写
真
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
恋
二
三
’

七
二
二
九
歴
史
民
俗
資
料
館

戯勤…，料学万埼懲くは'85
(13

0月21日

0月28日

叛島医院|大和

内川病院|大和

飯島医院

十王［


